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ひ と つ ひ と つ の 着 物 の 個 性 を タ ペ ス ト リ ー な ど に 活 か し て い ま す 。

着 物 は 桑 畑 か ら 生 ま れ 、 繭 に な り 、 絹 糸 は ま た 土 に 還 る 。

自 然 と 共 に 生 き る 着 物 を あ な た と 共 に 。

手 作 業 で 紡 ぐ 、 持 続 可 能 な も の づ く り 。

着 物 は 桑 畑 か ら 生 ま れ 、 繭 に な り 、 絹 糸 は ま た 土 に 還 る 。

自 然 と 共 に 生 き る 着 物 を あ な た と 共 に 。

手 作 業 で 紡 ぐ 、 持 続 可 能 な も の づ く り 。



土も草木も、私たち人間も

すべての命はこの地球でまわりてめぐる仲間。

私たちは大自然の循環の中で活かし生かされ

互いに影響しあいながら人生という旅をしています。

それぞれの命はまるで細い糸が絡み合い

時に途切れそうになりながらもまた結ばれ

形を変えながら織りつづけられているのかもしれません。





きものは着る絵画ともいえます。

きものの持つ芸術性を「見るきもの」として

新たな価値を提案します。

1 0 0 0 年以上の歴史を紡ぐきもの。豊かな文化と

美意識に育まれたその魅力を過去から今、そして

未来へつなぐ物語と共にお届けします。

見るきもの c o m i n g  s o o n

c o m i n g  s o o n知るきもの

着るきもの

日本の美意識をわかちあい「！」から喜びを
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着物はリサイクルを前提に作られた、廃棄物を生まない衣装。

長方形の布を直線裁断するため余りが出ません。

その知恵を受け継ぎ再生可能なものづくりを行っています。

1 0 0 年もの寿命を持つ絹。しかし水や擦れで痛みやすく、

お手入れが大変、汚れが心配で使われなくなってしまう。

気を使わずにお手入れが楽にできるよう、撥水加工を施し

長くご愛用いただける工夫をしています。

無駄をなくす再生可能な知恵

「ずっと」「きれいに」を叶える

１点１点厳選したヴィンテージ着物を買い付け、その個性に

と状態に合わせたプロダクトづくりを行っています。

私たちは、一旦手離された着物にも新しい価値があると信じ

ています。

個性を活かす・使うものを使うぶんだけ

和裁技術を持つご高齢の職人さんに内職として縫製

を依頼し、自由で持続可能な働き方を目指しています。

地域と協力し持続可能な観光の実現も目指します。

1000 年続く着物の本質「前開きで丈が長く結ぶ衣装」

を継承し、着物離れや廃棄問題に取り組んでいます。

和裁士の新たな仕事を創り、伝統技術と環境を未来へ

繋ぎます。

地球に優しいアップサイクル
高齢者雇用と地域活性

伝統文化の継承

生み出すほど、地球も人もよくなるはたらきを



循環型経済日本の美意識

Japanese  Aesthetics   Circular Economy

私 た ち の 哲 学 は 、 対 立 や 分 断 で は な く

日 本 古 来 か ら の 自 然 観 に あ る 表 裏 一 体 の 調 和 に あ り ま す 。

矛 盾 す ら 、 実 は 互 い を 補 い 合 う こ と で

「 和 ＝ ◯ 」 と い う 共 生 を 成 す 。

目 に 見 え る も の 「 着 物 」 を 活 か す プ ロ セ ス を 通 し て

目 に 見 え な い も の —  先 代 か ら 紡 が れ て き た

「 美 意 識 」 や 「 知 恵 」 を 今 に 活 か し

そ の 流 れ と 働 き を 未 来 に 紡 ぐ こ と が 私 た ち の 挑 戦 で す 。

History of Japanese kimono ITOFUBUKI's Mission

I T O F U B U K I の 目 指 す 世 界

か ろ や か な め ぐ り を つ む ぐ

800 1600 20XX1955
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I T O F U B U K I が 大 切 に し て い る の は

あ な た 自 身 が 美 を 創 り 出 す 旅 の プ ロ セ ス で す 。

世 界 に 誇 る 日 本 の 美 を

分 か ち あ い 体 感 し て い た だ け る よ う な

も の づ く り を 目 指 し て い ま す 。

私たちは、先代から受け継がれた日本の宝であるお着物を

今、一時的にお預かりしている気持ちで日々向き合っています。

その知恵や精神を、めぐらせることができるなんて

こんな幸せなことはありません。

私たちの挑戦の旅は始まったばかりです。

ITOFUBUKI 代表

ONLINE SHOP
https://  itofubuki.jp

Instagram
itofubuki_japan
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